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〇８月の６地点の平均降水量は平年値の２０．８％
特に、朝倉、黒木、八幡の降水量は観測史上最少

〇梅雨明け以降、記録的な連続無降水
・福岡地点：７月１８日 ～ ８月２５日 ３９日間
・朝倉地点：７月 ７日 ～ ８月 ３日 ２８日間
・黒木地点：７月２５日 ～ ８月１５日 ４０日間
・飯塚地点：７月 ７日 ～ ８月１３日 ３８日間
・添田地点：７月 ７日 ～ ８月１１日 ３６日間
・八幡地点：７月 ７日 ～ ８月１７日 ４２日間

１ 降雨の状況（７月、８月の降雨の状況）
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２ー１ 主要２１ダムの貯水状況
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〇平成６年の大渇水以降、３番目に低い貯水率

２ー２ 主要ダムの貯水率の推移と渇水発生年との比較

※ ※R8は
9/17の
貯水率



３ー１ 今後の天候の見通し（１か月・３か月予報：福岡管区気象台予報から）

■向こう１か月の天候の見通し
九州北部地方（山口県含む）（9/12～10/11）

■向こう３か月の天候の見通し
九州北部地方（山口県含む）（9月～11月）

4



３ー２ 台風経路図（気象庁ホームページから）
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４ー１ 筑後川の水利用

※筑後川水系渇水調整連絡会資料（ 9月3日開催）から抜粋



7

４ー２ 筑後川水系主要６施設の貯水量変化図
○ 主要６施設（※）の貯水量は、同時期で比較すると、平成6年、平成14年に次いで低い。

（※）主要６施設：江川ダム、寺内ダム、小石原川ダム、合所ダム、筑後大堰、大山ダム

※筑後川水系渇水調整連絡会資料（ 9月17日開催）から抜粋
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４ー３ 筑後川水系のダムの現況写真

※筑後川水系渇水調整連絡会資料（ 9月17日開催）から抜粋



第１次渇水調整事項（８月２０日）及び第２次渇水調整事項（９月３日）
①主要６施設の統合運用
②水道企業団の取水を制限 福岡地区水道企業団：３０％

福岡県南広域水道企業団：３％
③関係機関による節水の啓発活動の実施
※②は第２次渇水調整での決定事項

第３次渇水調整事項（９月１７日）
●水道企業団の取水制限を強化 福岡地区水道企業団：５５％

福岡県南広域水道企業団：５％

※ 筑後川水系渇水調整連絡会
筑後川水系の渇水対策を推進するため、関係行政機関（九州地方整備局、流域の４県等）により構成さ

れ、関係利水者間の水利用及び渇水への対応等について総合的に連絡・協議し、円滑かつ適切な水利用を
が図られることを目的に設置
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４ー４ 筑後川水系の渇水調整
○筑後川水系渇水調整連絡会（※）において、水利用及び渇水への対応等につ
いて協議がなされ、下記のとおり渇水調整事項を決定。
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５ 山国川水系の状況

〇取水制限（８月２３日～）
貯水率 ：４０％
水道用水：２０％
農業用水：３０％
工業用水：８０％

〇第２次取水制限（８月３１日～）
貯水率 ：２０％
水道用水：２５～３０％
農業用水：４０％
工業用水：９０％

本日時点で第２次取水制限が継続中
※九州地方整備局山国川河川事務所提供のダム貯水量データを
元に県で作成

耶馬渓ダム貯水量の推移



〇 福岡都市圏では第２次渇水調整を受け

節水の取組みの一環として、

８市２町で減圧給水を開始

減圧給水の実施状況

福岡市 筑紫野市 春日市 大野城市 太宰府市
古賀市 糸島市 那珂川市 篠栗町 須恵町

（９月１７日 午前９時時点）

水道水の３分の１を筑後川から取水している福岡都市圏では
第２次渇水調整以降、節水の取組みを更に強化

６ー１ 渇水への対応（各市町・水道事業者の状況）

11



６－２ 渇水への対応（県民への発信）
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県の実施状況
■節水啓発
知事記者会見や節水PR街頭キャンペーン、
県ホームページ、県庁舎ポスター掲示等

利水者の実施状況
■節水啓発
ホームページやSNSによる啓発

〈県ホームページ〉

〈朝倉市〉

〈福岡市〉

〈福岡地区水道企業団〉

〈福岡県南広域水道企業団〉

〈県庁舎ポスター〉

〈節水ＰＲ街頭キャンペーン〉

■県庁舎での自主節水の実施
トイレの手洗い蛇口を減圧給水

〈知事記者会見〉



７ 福岡県渇水対策本部の設置

【目的・役割】
庁内で情報共有を密にし、渇水対策を総合的に推進する
・全県的な節水の推進
・渇水に関する情報収集・共有及び対策の検討・推進

【当面の取組】
・関係団体等に対する渇水状況の周知、節水の働きかけ
・各担当課が管理するＳＮＳ等での発信
・渇水影響の情報収集、相談対応
・厳しい給水制限が行われることを想定した対策の準備
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